
金
滞
古
蹴
志
巻
廿

高
岡
よ
り
侍
中
大
中
小
身
引
越
被
a
仰
出
一
利
長
卿
御
隠
居
領
廿
二
高

石
の
内
、
十
高
石
分
と
六
高
石
分
と
雨
度
に
侍
中
引
越
命
ぜ
ら
る
。

此
引
越
衆
の
屋
敷
地
を
高
岡
町
と
い
へ
り
。
と
あ
り
。
右
引
越
と
あ

る
は
、
金
津
へ
引
返
さ
れ
し
事
を
い
へ
り
。
務
士
宮
行
鍛
に
、
瑞
能

公
致
仕
俣
の
内
十
高
石
分
を
返
さ
る
L
時
の
士
町
は
、
今
枝
民
部
謹

の
高
岡
町
た
り
。
ま
た
共
の
後
六
高
石
分
を
返
さ
る
h
時
の
士
町

は
、
潟
野
川
沙
定
越
の
高
岡
町
・
な
り
と
云
ふ
。
今
沙
走
越
に
其
の
町

名
な
し
と
い
へ
り
。
平
吹
按
や
る
に
、
右
沙
走
遜
の
高
岡
町
と
い
へ

る
は
、
停
聞
の
制
限
に
て
、
此
の
犀
川
馬
場
漣
た
り
し
高
岡
町
の
地
な

ら
ん
。
但
し
十
年
・
十
六
年
の
雨
度
に
返
さ
れ
し
と
云
ふ
設
は
夢
信

と
、
三
州
志
に
い
へ
り
。
倫
そ
の

E
細
は
惣
構
内
な
る
高
岡
町
の
保

に
載
せ
た
り
。

O
帯

刀

町

元
職
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
法
舶
寺
町
・
帯
刀
町
と
並
ぺ

載
せ
た
り
。
園
事
昌
披
問
答
に
も
.
法
般
寺
町
の
次
に
帯
万
町
・
大
豆

田
町
と
あ
り
o
，
錨
尾
記
広
、
帯
刀
町
は
、
昔
此
の
地

K
横
演
帯
万
と

-E
ふ
入
居
住
せ
し
故
に
、
町
名
に
呼
べ
る
た
る
べ
し
と
い
へ
り
。
按

宇
る
に
、
奮
藩
士
横
演
氏
は
、
加
陽
諸
士
系
譜
に
、
本
国
大
和
。
元

と
あ
り
。
さ
れ
ば
元
車
町
と
い
ふ
は
、
近
年
よ
り
の
事
た
る
べ
し
。

O
元

寧

来

歴

奮
停
に
云
ふ
。
昔
油
屋
庄
兵
衛
と
い
ふ
者
、
此
の
地
な
る
大
豆
田
用

水
に
、
初
め
て
水
車
を
建
て
‘
水
碓
を
設
け
、
種
油
を
製
遣
す
。
是
金

揮
に
て
水
車
を
設
け
し
濫
筋
た
り
。
故
に
一
冗
車
と
呼
べ
り
。
そ
の
か

み
金
津
市
中
に
水
車
を
設
け
、
水
碓
を
以
て
燈
油
を
製
す
る
所
三
タ

所
あ
り
。
所
調
竪
町
泊
車
・
潟
野
川
水
車
と
此
の
犀
川
元
寧
と
三
ク

所
な
り
し
慮
、
文
政
二
年
よ
り
松
任
等
の
郡
地
に
て
製
治
す
る
事
と

成
り
、
金
津
に
て
燈
油
を
製
す
る
事
止
み
た
り
し
故
、
右
油
屋
共
水

車
に
て
の
製
遣
を
厳
し
、
此
の
一
見
寧
た
る
油
屋
庄
兵
衛
も
商
業
を
か

へ
、
紺
屋
臓
と
成
り
元
車
町
民
居
住
せ
し
か

E
、
今
は
其
の
子
孫
も

絶
え
た
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
右
三
ク
所
の
水
車
の
中
に
も
、
竪

町
油
車
は
正
保
年
中
に
初
め
て
水
車
を
建

τた
る
よ
し
、
竪
町
油
商

多
田
源
兵
衛
の
家
記
に
見
ゆ
。
浅
野
水
車
治
よ
び
此
の
犀
川
元
車
と

の
起
原
は
、
未
だ
静
か
な
ら
や
と
い
へ
ど
も
、
此
の
元
車
は
」
ニ
ク
所

の
中
に

τも
金
棒
に
て
の
水
寧
の
濫
鰯
に
て
、
元
車
と
し
も
呼
び
来

れ
ば
、
寛
永
の
頃
な
ど
に
初
め
て
設
け
た
る
た
ら
ん
か
。
按
A
Y
る
に
‘

盛
安
四
年
五
月
小
立
野
石
引
町
波
渚
寺
濯
に
水
車
を
建
て
、
畿
地
の

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
一

ニ占ハ

組
横
潰
民
部
。
奉
a
仕
予
秀
吉
公
刊
後
流
牢
。
於
a
議
後
図
段
。
共
子
茂

元
初
稽
a

問
中
左
兵
衛
↓
後
橋
昌
横
演
b
T
繍
↓
寛
永
十
丸
年
。
微
妙
公
被
昌

召
抱
二
賜
昌
俸
五
十
日
米
百
五
十
俵
吋
正
保
三
年
授
。
其
子
茂
吉
稀
昌
横

演
勘
兵
衛
ご
賜
=
五
百
五
十
石
-
錆
=
大
小
姓
組
吋
元
総
二
年
夜
。
共
子
茂

在
稽
=
奥
八
郎
↓
遺
知
相
続
。
賓
永
五
年
波

e

共
子
茂
貞
稀
品
源
磁
↓
後
改
昌

助
右
衛
門
コ
道
知
相
続
。
享
保
五
年
授
。
無
v
子
。
以
且
恩
一
見
治
左
衛
門
六

男
茂
済
-
翁
=
嗣
子
吋
一
稀
品
源
八
郎
吋
享
保
八
年
揮
。
無
v
子
。
以
昌
小
寺
武
兵

衛
二
男
某
-
需
品
嗣
子
二
栴
a

勘
兵
衛
↓
寅
暦
三
年
夜

ψ

と
あ
り
て
‘
此
の

後
々
も
帯
万
と
稀
す
る
は
た
し
。
慶
長
以
来
の
士
幌
等
も
勘
考
す
れ

芝
、
横
演
帯
刀
と
云
ふ
人
未
だ
所
見
た
し
。
殊
に
横
演
氏
の
居
邸
は
‘

元
秘
六
年
の
士
幌
に
奥
村
伊
強
近
所
尻
谷
之
上
と
あ
り
て
‘
飽
尾
記

の
偲
訟
は
鮮
か
た
ら
宇
。
帯
刀
町
は
今
一
苅
車
町
に
鴎
せ
り
。

。
元

事

帯
刀
町
の
末
よ
り
川
下
町
蛸
ま
で
を
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
此
の
町

名
昔
は
泊
車
町
と
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許

附
K
.
公
儀
町
・
犀
川
油
車
と
あ
り
。
叉
園
事
昌
披
問
答
に
は
、
公

儀
町
・
油
車
町
・
紳
谷
町
と
並
べ
載
せ
た
り
。
三
州
志
来
因
概
克
附
鍬

に
載
せ
た
る
享
和
三
年
幕
府
へ
進
建
郷
庄
分
町
名
附
に
も
.
油
車
町

町

製
薬
所
出
来
す
と
、
菅
家
見
聞
集
等
に
見
ね
、
三
州
志
健
護
飴
考
に

は
、
盛
安
四
年
夏
、
小
龍
野
に
水
碓
を
設
け
，

m樹
を
製
せ
し
む
。

此
の
頃
.
浪
人
高
原
一
兵
衛
と
云
ふ
者
、
鹿
給
を
下
し
賜
は
ら
ぽ
、

此
の
碓
法
を
献
ぜ
ん
と
い
ふ
を
、
此
の
時
の
銃
士
和
田
助
右
衛
門
及

び
大
医
山
上
善
右
衛
門
之
を
考
へ
作
る
。

A
A
よ
り
商
家
米
・
泊
に
M
輪

車
を
用
ひ
て
、
共
の
捷
利
を
な
す
。
と
あ
り
て
、
竪
町
油
車
は
正
保

年
中
に
初
め
て
水
車
を
設
く
と
い
へ
ば
、
慶
安
よ
り
以
前
也
。
叉
燕
謹

風
雅
に
戟
せ
た
る
問
中
式
如
の
石
川
郡
鶴
来
酒
家
水
碓
銘
序
に
、
邑

中
有
二
大
商
二
梢
昌
米
屋
二
澗
家
之
豆
魁
也
。
共
家
頃
年
漣
目
-
奇
巧
二
且

引
=
彼
河
流
可
避
'
之
設
=
水
碓
之
術
-
云
々
。
と
あ
れ
ど
も
、
此
は
ま
た
石

引
町
波
渚
寺
越
に
設
け
し
製
薬
所
の
水
車
と
は
、
遁
に
後
た
り
し
と

聞
ゆ
。
さ
れ
ば
此
の
元
寧
の
地
友
る
水
車
は
、
若
し
寛
永
頃
の
製
浩

な
ら
ば
.
貨
に
金
津
市
中
水
車
の
漉
錫
に
て
、
元
車
と
稀
す
る
事
さ

も
あ
る
べ
し
。

。
大
豆
田
用
水
跡

此
の
用
水
は
、
大
豆
田
村
の
岡
地
を
養
ふ
用
水
に
て
‘
犀
川
河
鰍
山

伏
延
命
院
の
前
よ
り
川
水
を
せ
き
入
れ
、
馬
場
先
よ
り
大
豆
岡
口
へ

流
れ
し
か
ど
、
後
慶
し
て
今
は
遺
跡
あ
る
の
み
。

二
七




